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【背景】
HPVワクチンの安全性については全世界的に各所からさまざま
な見解が出されている。

２０１６年１月

国際誌“Vaccine”（Ｇ．Poland編集長）にY．Shoenfeld ら９名の
研究者が連名でマウスにHPVワクチン等を投与した実験結果
の論文が投稿された。

この論文は査読を経て一旦オンライン版に掲載された後、

筆者たちの知らないうちに撤去されていた。
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撤去された論文
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これに対して、健和会臨床・社会薬学研究
所と日本科学者会議は「共同声明」を同編
集長らに送って抗議した。 4



【目的】

本発表では薬害問題研究領域における
本「共同声明」の意義を明らかにすること
を目的とした。
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【方法】
文献研究とした。

資料をもとに事実を確定し薬害について
の文献によってその位置づけを考察し
た。
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【結果】
 撤回された論文はＨＰＶワクチンの一つガーダシルの毒性を
検討するものであった。

 本事例は当初、通常の「査読」過程を経て受理・掲載されたが、
編集長の意向で撤去された。

 撤去を指示した編集長にはワクチンメーカーとの間に利益相
反関係（COI）が存在したことが明らかになった。
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結果① 論文名

HPV感染予防ワクチンの安全性に関わる動物実験論文

タイトル「アルミニウムアジュバントとHPVワクチンガーダシル投

与後における雌マウスの行動異常」

出典：寺岡ほか『ある「国際的査読ジャーナル」の“Scientific Misconduct”-HPVワクチン安全性に関わる動物実験論文の掲載撤
去問題-』第57回日本社会医学会総会 特別セッション関連演題 Ⅱ-3 薬害 2016.8.7 草津市立まちづくりセンター
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結果② 経緯

Vaccine誌に投稿 2015.9.24
修正原稿 2015.12.15
原稿受理 2015.12.31  (Altmann副編集長)
Vaccine誌オンライン版掲載 2016.1.9
数日後著者に知らされないままPoland編集長の要求で撤去
PubMed に撤去理由を掲載
Vaccine誌サイトでは掲載・撤去の記録は一切ない
出版社Elsevier の電子ジャーナル・フルテキストデータベースである

ScienceDirectの Note to users に撤去の告知・記録
-----------------------------------------------------------------------

著者たちが撤去に抗議
共著者が撤去された論文をインターネットに公表
著者たちは加筆論文を他誌に再投稿
Immunol Res誌オンライン版が2016.7.16掲載

出典：寺岡ほか『ある「国際的査読ジャーナル」の“Scientific Misconduct”-HPVワクチン安全性に関わる動物実験論文
の掲載撤去問題-』第57回日本社会医学会総会 特別セッション関連演題 Ⅱ-3 薬害 2016.8.7 草津市立まちづくりセ
ンター 9



結果③ 編集長Poland医師の利益相反

Poland医師は、PLOS ONE誌2015年
に掲載されたInfluenzaワクチンに関
する論文の著者利益相反申告によ
れば、ガーダシルを販売するMerck
社に対するワクチン開発のコンサル
タントの他、 Merck社が行った新規
ワクチンの臨床試験の安全性評価
委員会の委員長を務めている。

出典：寺岡ほか『ある「国際的査読ジャーナル」の“Scientific Misconduct”-
HPVワクチン安全性に関わる動物実験論文の掲載撤去問題-』第57回日
本社会医学会総会 特別セッション関連演題 Ⅱ-3 薬害 2016.8.7 草津
市立まちづくりセンター
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【考察】薬害被害の拡大
 当ワクチンの安全性は評価しているとして、WHOは現在も接
種を継続して推奨している。

 安全性を前提に広く利用されたことによって被害が大きくなっ
た事例には、例えばキノホルム薬害がある※。当ワクチンに
よって被害を生じていることが否定し得ない場合、薬害被害を
防止するためにその情報は迅速にそして積極的に公開される
べきであろう。

※片平洌彦（2005）『増補改訂版 ノーモア薬害』
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【考察】証拠隠滅の新たな類型
 当該誌の規定には編集長の権限で撤去できる旨の記載は存在し
ないことから異例の手続きが取られたと考えられる。

 これまでの薬害(キノホルム薬害・HIV薬害・薬害C型肝炎等)では
製薬会社が自社に都合の悪い情報を意図的に隠していたという事
例が数多く存在した※。

 今回のように学術誌が異例の手続きによって論文を撤回したという
事例は前代未聞である。本事例は情報隠匿の新たな類型とも考え
られる。

※片平洌彦（2005）『増補改訂版 ノーモア薬害』
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【考察】利益相反と信用失墜
Poland医師は、PLOS ONE誌2015年に掲載されたInfluenzaワ
クチンに関する論文の著者利益相反申告によれば、ガーダシル
を販売するMerck社に対するワクチン開発のコンサルタントの他、
Merck社が行った新規ワクチンの臨床試験の安全性評価委員
会の委員長を務めている。

 これが上記論文撤回の件と無関係としても、医薬品や科学者
に不信を抱かせることになる。
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【考察】Scientific Misconduct
査読誌に掲載された論文が、一度正式に掲載した論文の撤去説明として普
通には考えられない意図的な理由をあげて一方的に撤去されるという、今
回の前代未聞の事件にはとりわけ２つの原因が指摘される。

HPVワクチンの安全性への懸念が国際的に出されるなかで、安全性に対す
る懸念情報を隠匿ないし公表しないようにする意図である。

本事件は、まさに、科学に携わるものの規範や倫理に違反する“Scientific 
Misconduct”(科学における不正行為)の事例であり、厳しく批判されなけれ
ばならない。

出典：寺岡ほか『ある「国際的査読ジャーナル」の“Scientific Misconduct”‐HPVワクチン安全性に関わる動物実験論文
の掲載撤去問題‐』第57回日本社会医学会総会 特別セッション関連演題 Ⅱ‐3 薬害 2016.8.7 草津市立まちづくりセ
ンター
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【考察】薬剤師にとっての意義
 薬剤師綱領には

「一、薬剤師はその業務が人の生命健康にかかわることに深く
思いを致し、絶えず薬学、医学の成果を吸収して、人類の福祉
に貢献するよう努める。」とある。

この点から考えて、薬学、医学の成果を吸収を阻害する本件の
ようなHPVワクチンの安全性に対する懸念情報を隠匿ないし公
表しないようにする意図をもった“Scientific Misconduct”(科学に
おける不正行為)へ参画する意義は大きいと考えられる。

尚、薬剤師は薬害の加害者ともなりうる位置にあり、患者・薬害
被害者の立場に立って行動することが大切であると考えられる。
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【結論】
 Vaccine誌の意図的な論文撤回は過去の薬害の事例から鑑
みて被害の拡大を招く可能性がある。また、今回のように学術
誌が異例の手続きによって論文を撤回したという事例は前代
未聞である。本事例は情報隠匿の新たな類型とも考えられる。

 このような薬害被害を拡大させる可能がある“Scientific 
Misconduct”(科学における不正行為)の事例は厳しく批判さ
れなければならず今回の抗議「共同声明」はこの点から意義
をもつ。

 薬学、医学の成果を吸収して、人類の福祉に貢献する薬剤師
にとって、本件のようなソーシャルアクションに参画する意義は
大きい。
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